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香
取
遺
産

　

蓮
寿
山
真
浄
寺
は
沢
に
所

在
す
る
日
蓮
宗
の
名め
い

刹さ
つ

で
す
。

元
々
は
檀
家
を
持
た
な
い
お
参

り
寺
で
し
た
。

　

本
堂
は
、
間
口
柱
間
三
間
、

奥
行
同
四
間
で
、
正
面
に
間

口
一
間
の
向ご

拝は
い

を
付
し
て
い

ま
す
。
屋
根
は
宝ほ
う

形ぎ
ょ
う

造づ
く
りの

高

く
見
栄
え
の
す
る
屋
根
で
、
銅

板
葺ぶ
き

︵
元
茅
葺
︶
に
改
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
築
年
代
は
小

屋
柱
の
墨
書
か
ら
元
文
5
年

︵
1
7
4
0
︶
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
正
面
寄
り
の
一
間
に
﹁
吹

放
ち
﹂
の
構
造
を
設
け
て
い
る

こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

昭
和
53
年
5
月
に
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
世
以
来
香
取
地
域
の
在
地

領
主
で
あ
っ
た
国
分
氏
と
の
関

係
が
深
く
、
寺
伝
で
は
、
天
正

18
年
︵
1
5
9
0
︶
矢
作
城
が

落
城
し
た
際
、
そ
の
遺
臣
が
当

寺
に
立
て
籠
も
り
、
堂ど
う

宇う

が
焼

失
し
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

　

落
城
後
は
、
徳
川
家
康
の
家

臣
鳥
居
元
忠
が
矢
作
領
4
万
石

を
領
し
、
沢
村
7
5
9
石
余
も

そ
の
内
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

　

沢
村
は
、
そ
の
後
旗
本
江
原

氏
知
行
地
と
な
り
、
さ
ら
に
寛

文
7
年
︵
1
6
6
7
︶
に
は
同

じ
江
原
氏
二
氏
の
相
知
行
地
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
幕
末
期
に

は
江
原
氏
5
9
5
石
余
、
江
原

氏
1
6
4
石
、代
官
支
配
所︵
幕

府
領
︶
1
4
0
石
余
、
用
水
溜

井
除
地
9
石
余
、
計
9
0
9
石

余
の
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

真
浄
寺
境
内
に
は
、
沢
村
領

主
、
旗
本
江
原
親
章
︵
9
代

目
︶
の
墓
が
一
基
残
さ
れ
て
い

ま
す
。高
さ
は
約
1
5
0
㎝
で
、

竿さ
お

石い
し

正
面
に
は
﹁
威
徳
院
殿
興

「沢の真浄寺」

旧領主旗本江原氏の墓

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
紹
介
し
ま

す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

で
い
ま
す
。

今月のおすすめ里
親
入
門　

制
度
・
支
援
の
正

し
い
理
解
と
発
展
の
た
め
に

湯
沢
雍
彦
／
編
著

　

豊
富
な
事
例
や
最
新
の
調

査
結
果
で
里
親
制
度
の
実
情

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
こ
れ
か
ら

里
親
に
な
り
た
い
人
、
他
の

里
親
家
庭
の
様
子
を
知
り
た

い
人
、
関
連
児
童
福
祉
機
関

で
働
く
人
に
役
立
つ
1
冊
。

賞
味
期
限
が
わ
か
る
本

冷
蔵
庫
の
中
の
﹁
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
？
﹂
を
完
全
解
決
！ 

全
4
0
0
品
目
!! 

　
﹁
賞
味
期
限
﹂
っ
て
い
っ

た
い
何
？ 

﹁
賞
味
期
限
﹂
と

﹁
消
費
期
限
﹂の
違
い
っ
て
？ 

野
菜
、
調
味
料
、
瓶
詰
め
食

品
か
ら
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
ま

で
、
全
4
0
0
品
目
の
賞
味

期
限
を
徹
底
調
査
。
保
存
方

法
も
完
全
網
羅
し
た
、
全
家

庭
必
携
の
1
冊
。

絵
と
き　

ね
じ
基
礎
の
き
そ

　

こ
れ
か
ら
も
の
づ
く
り
の

分
野
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
本

格
的
に
代
表
的
な
機
械
要
素

を
学
ぼ
う
と
す
る
人
を
対
象

に
、
ね
じ
の
は
た
ら
き
、
種

類
、
機
能
、
工
作
法
、
材
料

を
図
表
、
写
真
を
多
用
し
て

や
さ
し
く
解
説
。
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ね
じ
も
紹
介
。

ラ
チ
と
ら
い
お
ん

マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ
／
文
・
絵

　

ラ
チ
は
弱
虫
な
男
の
子
。

あ
る
朝
小
さ
な
赤
い
ラ
イ
オ

ン
が
現
れ
て
、
強
く
な
る
方

法
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し

て
ラ
チ
の
成
長
を
確
認
し
、

ラ
イ
オ
ン
は
そ
っ
と
い
な
く

な
る
の
だ
が
⋮
。
読
む
と
勇

気
が
わ
い
て
く
る
絵
本
。

仁
禮
譲
大
居
士
﹂﹁
文
化
二
乙

丑
年
正
月
十
日
逝
去
﹂
の
文
字

と
2
つ
の
家
紋
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

江
原
氏
は
、
沢
村
5
9
5
石

余
の
他
、
岩
部
村
、
返
田
村
、

求ぐ

名み
ょ
う

村
︵
現
東
金
市
︶、
下
鶴

間
村
︵
現
神
奈
川
県
大
和
市
︶

に
合
わ
せ
て
1
7
0
0
石
の
知

行
地
を
持
つ
旗
本
で
、
9
代
目

親
章
は
、
小こ

納な
ん

戸ど

や
西
丸
小
納

戸
、
目め

付つ
け

な
ど
の
役
職
を
勤
め

ま
し
た
。

　

江
原
氏
の
葬
地
は
市
谷
善
慶

寺
︵
現
新
宿
区
︶
で
あ
り
、
な

ぜ
親
章
の
墓
だ
け
真
浄
寺
に
あ

る
の
か
不
思
議
で
す
。
台
石
の

側
面
に
は
、
建
立
者
と
思
わ
れ

る
11
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
親
章
の
死
後
、
こ
れ

ら
の
人
々
が
旧
領
主
を
偲
ん
で

建
立
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

₃月16日昭和の名車が集結
　ハコスカの愛称で親し
まれているスカイライン
ＧＴ-Ｒなど、昭和の名
車が佐原町並み交流館に
展示されました。会場に
は多くのファンが訪れ、
写真を撮る姿が見られま
した。また、オーナー同
士の情報交換も行われて
いました。

▲真浄寺本堂　

▲

旗本江原親章の墓

₃月22日・23日バイオガスで焼きいも
　メタンガスを燃料にす
る調理器具「バイオガス
クッカー」が、風土村（鳩
山）でお披露目され、焼
きいもが作られました。
この調理器具は、バイオ
マスプラントを管理す
る、農事組合法人「和郷
園」が中心となり開発し
たものです。

₂月24日防災講習会を開催
　香取神宮神徳館でボー

イスカウト香取第2団に

よるＢＰ祭（団の集会）

が開催されました。この

日は、アルファー米の炊

き方や避難時の心得など

の防災講習を受け、最後

はアルファー米の試食を

行いました。

₃月20日

₂月23日・24日中学生陸上強化合宿
　中学生を対象とした陸

上競技合同研修会が、小

見川中学校で行われまし

た。この研修会には、山

梨県や福島県などから強

豪校も多数参加し、全国

トップレベルの指導者の

もと、充実した研修会が

行われました。

リレートークで農業を語る
　香取地域農業・農村タ
ウンミーティングが、佐
原文化会館で開催され、

「堂本知事と考えよう　
ちばの食　香取の農業」
をテーマにリレートーク
が行われました。香取地
域の農業生産者や加工
業者など25人が壇上で農
業振興策などの提言を行
い、堂本知事と意見交換
をしました。


